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微小粒子は肺胞まで入り込む







ファーガストロームニコチン依存度テスト
FTQ指数：低０～３ 中位４～６ 高７～１１

質問 A 2点 B 1点 C 0点
１ 起床後何分後に最初の一服

を吸いますか
30分以内 30分以降

２ 喫煙が禁止されているところ
で禁煙するのに非常な努力
を要しますか

はい いいえ

３ 1日の中で一番タバコが美
味しいと感じる時はいつか

朝一番の一服 特に決まって
いない

４ 一日に吸う本数 26本以上 25～16本 15本以下

５ 一日の内で午前中により多
く吸いますか

はい いいえ

６ 病気で安静にしていなけれ
ばならない時にも吸わずに
いられないですか

はい いいえ

７ 銘柄の強さ 強い 中くらい 弱い

８ 深く吸い込む頻度 いつも 時々 めったに





タバコを吸うと呼気に一酸化炭素が
検出される

呼気（はき出した息）中一酸化炭素濃度

タバコを吸わない人 ０～５ｐｐｍ

タバコを吸う人 １０本 １０ｐｐｍ

２０本 ２０ｐｐｍ

３０本 ３０ｐｐｍ





少量のドパミン
放出（作動薬作用）

バレニクリンの作用メカニズム
ニコチン

バレニクリン

ニコチン

α4β2ニコチン受容体

α4β2ニコチン受容体

■ニコチンの作用

■バレニクリンの作用

ドパミンの放出
ニューロン

ニューロン

ニコチンを遮断
（拮抗作用）

Rollema. H. et al.: Trends Pharmacol Sci 28（7） : 316, 2007より作図



離脱症状への対処方法

禁煙で起こるニコチン切れの症状
禁煙後3日目がピーク 1週間で楽になる
タバコが吸いたくてたまらない
イライラ 落ち着かない 集中できない
だるい 眠い 頭痛

対処方法
脳をだます 以下をして３分間待つ
水を飲む 深呼吸する ストレッチ 散歩
歯磨き キシリトールガムや昆布をかむ



禁煙外来の内容
1回目
初診

2回目
2週間後

3回目
4週間後

４回目
2か月後

5回目
3か月後

目標 禁煙を決意 禁煙開始
を表出

禁煙経過の
振り返り

禁煙経過の
振り返り

禁煙に自信

検査 ・呼気中CO
濃度測定
・血圧・脈
体重

・ニコチン依
存度テスト

・呼気中CO
濃度測定
・血圧・脈
体重

・呼気中CO
濃度測定
・血圧・脈
体重

・呼気中CO
濃度測定
・血圧・脈
体重

・呼気中CO
濃度測定
・血圧・脈
体重

診察
指導

カウンセリン
グ

・問診票
・喫煙の害
・ニコチン依
存度

・禁煙歴
・離脱症状
対処方法

・記録
・処方

・禁煙開始
を確認

・宣誓書と記
録確認
・副作用

・吸いたい気
持ち頻度
・対処方法
・処方

・記録確認
・副作用

・吸いたい気
持ちの頻度
・対処方法

・禁煙による
効果
・処方

・記録確認
・副作用

・吸いたい気
持ちの頻度
・対処方法

・禁煙による
効果
・処方

・記録確認
・禁煙継続
・卒煙証書



各種医療機関における禁煙外来
の成功率 2014年4月～2015年4月

病院 症例数 5回受診 5回成功 5回未満 未満成
功

成功率

東北大学病院 ２４ １４ １３ １０ ３ ６６．６

東北労災病院 ４７ ２８ ２８ １９ ３ ６６

小規模病院 １０ ７ ７ ３ ２ ９０

クリニック A １１ ５ ５ ６ １ ５４．５

クリニック B １８ １０ １０ ８ ２ ６６．６



禁煙による大きなメリット

咳や痰の消失 息切れ消失 体が軽くなる

食べ物がおいしい

下肢の冷えが緩和 肩こりが良くなった

お化粧ののりが良い きれいになる

時間の余裕が出来る

集中できて仕事がはかどる

ニコチンの支配から自由になれる

表情がやわらぐ
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